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2本日ご議論いただきたい事項

◼ 第89回本委員会（2025年5月30日）では、広域系統整備に関する長期展望のレビュー（以下
「長期展望レビュー」という。）の基本的な考え方や検討の進め方を整理した。また、第7次エネルギー
基本計画（以下「第7次エネ基」という。）等の国の政策方針や「将来の電力需給シナリオに関する
検討会」における将来の電力需給シナリオも参考にしながら検討を進めていくこととした。

◼ 本日は、長期展望レビューにおける2050年の前提条件として、需要と電源の設定について整理した
ので、ご議論いただきたい。

＜長期展望レビューにおける需要・電源の設定（本日）＞

• 需要の設定（年間総電力量およびロードカーブ）

• 電源の設定（電源ごとの設備量）

＜長期展望レビューにおけるシナリオ等の考え方（次回以降）＞

• 需要・電源のエリア配賦の考え方

• シナリオの設定



3長期展望レビューの目的

◼ 長期展望レビューは、第7次エネ基で示されたデータセンター等による電力需要変化の見通しなどの
状況変化が第2次広域系統長期方針の広域系統整備に関する長期展望（以下「現行の長期展
望」という。）に及ぼす影響を評価し、その見直し要否の確認や、第3次広域系統長期方針の策定に
向けた課題を抽出し、検討につなげることが目的である。

◼ このため、長期展望レビューでの確認・評価においては、需要や電源等の前提条件について、状況変化
に応じた見直しを実施する。

◼ なお、長期展望レビューの結果、確認された新たな課題等については、第3次広域系統長期方針の
策定に向けた検討の中で対応を検討する。

第2次広域系統長期方針
（2023年3月策定）

✓ 広域系統整備に関する
長期展望

✓ 長期展望の具体化に向
けた取組 など

◆ 第2次広域系統長期方針
の長期展望の見直し要否
確認

◆ 第3次広域系統長期方針
の検討に向けた課題抽出

長期展望レビュー

✓ 状況変化が及ぼす現行の
長期展望への影響を確
認・評価

状況変化
✓第7次エネ基（2025年2月）
✓ 2025年度供給計画の取りまとめ
（2025年3月） など



4（参考）現行の長期展望での前提条件

出所）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）別冊（資料編）（2023年3月29日）一部加工
https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf

https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf


5（参考）現行の長期展望（全国の増強方策）

出所）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）別冊（資料編）（2023年3月29日）
https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf

https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf


6

出所）第88回広域系統整備委員会（2025年3月21日）資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2024/files/seibi_88_01_01.pdf

（参考）広域系統整備に関する長期展望のレビュー

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2024/files/seibi_88_01_01.pdf


7

出所）第89回広域系統整備委員会（2025年5月30日）資料2 一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_89_02_01.pdf

（参考）長期展望レビューの進め方

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_89_02_01.pdf
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9

◼ 長期展望レビューにおける需要に関し、整理が必要な項目は以下のとおり。

✓ 年間総電力量

✓ 需要要素ごとのロードカーブ

✓ 需要要素ごとのエリア配賦

✓ シナリオ設定

◼ このうち、年間総電力量およびロードカーブについて今回整理。

需要に関する整理項目

項目 現行の長期展望 長期展望レビュー

年間総電力量 • 12,484億kWh（使用端）

今回整理需要要素ごとの
ロードカーブ

• 変化要因となる需要を「ベース需要増加」、「再エネ
余剰時の需要創出」、「蓄電池」 の3つにモデル化。

需要要素ごとの
エリア配賦

• 年間総電力量を公表されている実績値等を用いて、
実現性の高そうなエリアに配賦。

• 一部の需要（国内水素製造、DAC）はシナリオご
とに幅を持たせて設定。

次回以降整理

シナリオ設定

• 増強方策及び増強規模は需要と電源の立地等の
アンバランスの度合いによると考えられるため、
複数シナリオ（需要立地誘導シナリオ、ベースシナリ
オ、需要立地自然体シナリオ）を設定。
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11【振り返り】 現行の長期展望における年間総電力量

◼ 現行の長期展望では、「①電力部門の需要（GDP当たり電力量減少に伴う需要減少を考慮）」、
「②従来型の非電力部門消費エネルギーの電化に伴う需要増加」、「③脱炭素、エネルギー転換技術
に伴う需要増加」の3分類で想定し、年間総電力量を12,484億kWh（使用端）とした。
（至近10ヵ年の使用端／送電端比率（0.95）で送電端換算した値は、13,141億kWh（送電端））

出所）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）別冊（資料編）（2023年3月29日）
https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf

https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf


12現行の長期展望と同様の方法で試算した年間総電力量（送電端）

状況変化を踏まえた見直し 電力量（億kWh、送電端）

① 電力部門の需要
• 最新の供給計画の需要想定における経済見通し等

に見直し
9,886

② 従来型の非電力部門
消費エネルギーの電化に
伴う需要増加

• 非電力部門の最終エネルギー消費量を「2040年度
のエネルギー需給の見通し」を考慮した値に見直し

• 第66・68回基本政策分科会等における各専門機
関の分析結果を踏まえた電化率に見直し

1,929

③ 脱炭素技術に伴う需要
増加

• GDP当たりのCO2排出量を最新の供給計画の需要
想定における経済見通し等を考慮した値に見直し

• CO2回収に必要なエネルギー消費量を第68回基本
政策分科会における専門機関の分析結果を踏まえた
値に見直し

532

③ エネルギー転換技術に伴
う需要増加

• 第66回基本政策分科会における各専門機関のシナ
リオ分析結果等を踏まえ見直し

100

計 ー 12,447

＜長期展望と同様の方法で試算した年間総電力量＞

◼ 現行の長期展望と同様の方法で、昨今の状況（経済見通し（GDP）、電化率等）の変化を反映
した結果、年間総電力量は12,447億kWh（送電端）となった。



13【今回整理】 長期展望レビューにおける年間総電力量

◼ 本機関の「将来の電力需給シナリオに関する検討会」では、10年超先のあり得るシナリオについて専門
的かつ多様な視点で検討が行われている。2050年は、9,500億、10,500億、11,500億、
12,500億kWh（送電端）の4つのモデルケースが設定されており、複数のシナリオの中から、目的
に沿ったシナリオを選定して活用することが期待されている。

◼ 他方で、系統の増強規模や増強方策は、需要と電源の立地等のアンバランス度合に影響を受ける。年
間総電力量が大きいモデルほどシナリオごとに需要のエリア配賦を変化させることができるため、アンバラン
ス度合を大きく変化させることができ、幅広く影響を確認できる。

◼ 上記と、現行の長期展望の算定方法で状況変化を反映した試算値を踏まえ、長期展望レビューでは、
現行の長期展望と同様の方法で試算した値と同水準である、将来の電力需給シナリオでの
12,500億kWhモデル（送電端）を活用することでどうか。

※ 至近10ヵ年の使用端／送電端比率（0.95）で送電端換算した値

現行の長期展望※

13,141

現行の長期展望の算定方法で
状況変化を反映した試算値

＜年間総電力量（送電端） [億kWh] ＞

将来の電力需給シナリオ
（2050年）

9,500
10,500

11,500
12,500

今回の長期展望レビューで活用

12,447



14（参考）需要と電源のアンバランス度合と需要の大きさ

◼ 系統の増強規模や増強方策は、需要と電源の立地等のアンバランス度合によって変わる。このため、
現行の長期展望では、脱炭素・エネルギー転換による需要増分について、シナリオごとにエリア配賦を
変化させ、シナリオによる増強方策の差を示している。

◼ 需要の立地等によりアンバランス度合を変える場合、その変化幅は変化させる需要の大きさに応じて
大きくなる。例えば、データセンター等の大規模需要のエリア配賦もシナリオごとに変化させることも一案で
あり、将来の電力需給シナリオのモデルでは、データセンター等の需要の大きさに応じて年間総電力量も
大きくなっている。

◼ このため、年間総電力量が大きいモデルはアンバランス度合を大きく変化させることができ、年間総電力
量が小さいモデルでの系統の増強規模等への影響も含めて確認できる。

需要と電源のアンバランス

増強規模

年間総電力量
年間総電力量が大きいモデル
ほどアンバランス度合を大きく
変化させることができる

小

大年間総電力量

需要の立地等を変化させることでアンバランス度合
を変え、現行の長期展望（増強規模等）への
影響を確認

年間総電力量が大きいモ
デルほど増強規模への影
響を広く確認できる



15（参考）将来の電力需給シナリオに関する検討会設置の背景・目的

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 報告書概要版（2025年7月30日）
https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_01.pdf


16（参考）将来の電力需給シナリオでの需要モデル

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 報告書概要版（2025年7月30日）一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_01.pdf


17（参考）将来の電力需給シナリオの活用方法

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 報告書概要版（2025年7月30日）一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_01.pdf


18（参考）将来の電力需給シナリオ（2050年12,500億kWhモデルの定性的説明）

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 報告書詳細版（2025年7月30日）
https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf


19（参考）現行の長期展望における複数シナリオの設定

出所）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）別冊（資料編）（2023年3月29日）
https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf

https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf
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21【振り返り】 現行の長期展望におけるロードカーブ

◼ 現行の長期展望では、需要を「ベース需要増加」、「再エネ余剰時の需要創出」、「蓄電池」 の3つに
モデル化し需要カーブを形成した。

• STEP1：年間一律で稼働するベース需要増加を想定
• STEP2：再エネの有効活用を目的に、可制御な需要（EV・ヒートポンプ等）は、再エネ余剰電力
の発生時間帯を活用して需要を創出

• STEP3：蓄電池の充放電の影響を考慮

• ベース需要増加（脱炭素技術）：
8,760時間一律で稼働する箱型需要

• 将来の電力需給余剰時の需要創出（EV・ヒートポンプ等）：
再エネ余剰電力の発生時間帯を活用して需要を創出

• 蓄電池：余剰時に蓄電し、不足時に発電する
（揚水と同様のモデルとして最経済計算）

蓄電池

実績の
需要カーブ

ベース需要増加

需要創出

モデル反映後の
需要カーブ

蓄 電

放 電

放 電

ベース需要

＜現行の長期展望における需要カーブモデルのイメージ＞



22将来の電力需給シナリオにおけるロードカーブ

◼ 将来の電力需給シナリオでは、3つのステップ（要素ごとのベースカーブの想定、再エネ有効活用による
DRの想定、併設型太陽光や蓄電池の影響を考慮）でロードカーブを想定している。

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 報告書概要版（2025年7月30日）
https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_02.pdf


23（参考）将来の電力需給シナリオにおけるベースカーブの設定

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 報告書概要版（2025年7月30日）一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_02.pdf


24（参考）将来の電力需給シナリオにおけるDRの想定

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 報告書詳細版（2025年7月30日）一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf


25【今回整理】 長期展望レビューにおけるロードカーブ

◼ 現行の長期展望と将来の電力需給シナリオのロードカーブの想定は、需要要素ごとのベース需要の
想定、一部の要素については再エネの有効活用を考慮する等、大枠としては同様と言える。

◼ 一方、需要要素ごとの想定では、将来の電力需給シナリオのほうがより精緻（要素の区分、時間や
季節の設定等）に行っている。

◼ そのため、ロードカーブについても将来の電力需給シナリオの考え方を基本に設定することでどうか。
具体的には、要素ごとにベースとなるロードカーブを想定し、一部の要素（家庭用ヒートポンプ（給湯）、

電化（運輸）、データセンター需要一部、水素製造・DAC等）はDRによるロードカーブの変化を考慮する。

要素 設定内容

基礎的需要・省エネ（家庭・業務） 2023年度実績（自家消費分考慮後）のロードカーブに連動する
するものとして想定電化（民生等）

基礎的需要・省エネ（産業）※

時間帯・季節別に個別に想定
家庭用ヒートポンプ（暖房空調、給湯※）

電化（産業）※、自動車※

電化（運輸(EV)）※

データセンター※、半導体

ベース需要増加分として、年間一定量（箱型需要）として想定ネットワーク、鉄鋼、自家発

水素製造・DAC※

＜要素毎のロードカーブの想定＞

※ DRを考慮
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◼ 電源に関し、整理が必要な項目は以下のとおり。

✓ 電源ごとの設備量

✓ 電源のエリア配賦

◼ このうち、電源ごとの設備量について今回整理。

電源に関する整理項目

項目 現行の長期展望 長期展望レビュー

電源ごとの設備量
• 第6次エネルギー基本計画（以下「第6次エネ基」

という。）や国の審議会における政策的議論を踏ま
えて、設備量を設定。

今回整理

電源のエリア配賦 • 導入実績や既存地点等にて設定 次回以降整理



28【振り返り】 現行の長期展望における電源ごとの設備量

◼ 現行の長期展望では、第6次エネ基や国の審議会における政策的議論を踏まえて、2050年の設備量
を設定した。

電源 設定内容 設備量

再エネ

太陽光 • 第43回基本政策分科会にて、2050年カーボンニュートラル実現に向
け、議論を深めて行くにあたり示された参考値

260GW

陸上風力 41GW

洋上風力 • 官民協議会導入目標 45GW

水力、バイオマス、地熱 • 2030年度のエネルギーミックス水準 33GW

揚水 • 供給計画最終年度の年度末設備量 27GW

火力

• 供給計画最終年度の年度末設備量および一般送配電事業者へ契
約申込済の電源

• 水素・アンモニアについては、既設火力の一部が45年運転で廃止後、
水素・アンモニアにリプレースされるものと仮定

145GW

原子力 • 既存もしくは建設中の設備が全て60年運転すると仮定 26GW

蓄電池
• 系統用蓄電池として導入量はEV・PHEVのバッテリ容量を積み上げた

数値をもとに仮定
9GW

＜電源ごとの設備量（現行の長期展望）＞



29【今回整理】 長期展望レビューにおける電源ごとの設備量（１／２）

◼ 第7次エネ基やGX2040ビジョンにおいては、再エネについて、「主力電源化を徹底し、関係省庁が
連携して施策を強化することで、地域との共生と国民負担の抑制を図りながら最大限の導入を促す」、
原子力については、「国民からの信頼確保に努め、安全性の確保を大前提に、必要な規模を持続的
に活用」、「既設炉の最大限活用」、「地域の産業や雇用の維持・発展に寄与し、地域の理解が得ら
れるものに限り、廃炉を決定した原子力発電所を有する事業者の原子力発電所のサイト内での
次世代革新炉への建て替え」等が明記された。

◼ このため、すでに最大限の導入を進めている太陽光・風力等の再エネについては、主力電源化や最大
限の導入といった現行の長期展望の考え方から大きく変化していないことから扱いを変更せず、原子
力については、最大限活用する方針を反映することでどうか。また、火力については、2025年度供給計
画の内容を考慮しつつ、現行の長期展望同様、現状廃止計画等が公表されていないものは経年リプ
レースされる前提としてはどうか。

◼ 蓄電池は、足元の状況（導入実績のトレンド、脱炭素電源オークション等）を踏まえると現行の長
期展望での想定から、大きく増加が見込まれることから、これらの状況も踏まえて検討されている将来
の電力需給シナリオの値を用いることでどうか。



30【今回整理】 長期展望レビューにおける電源ごとの設備量（２／２）

電源 設定内容 設備量(案)

再エネ

太陽光 • 第43回基本政策分科会にて、2050年カーボンニュートラル実現に向け、
議論を深めて行くにあたって示された参考値
（現行の長期展望と同様）

260GW

陸上風力 41GW

洋上風力 • 官民協議会導入目標（現行の長期展望と同様） 45GW

水力、バイオマス、地熱等
• 2030年度のエネルギーミックス水準（現行の長期展望と同様。供給計画

最終年度の年度末設備量を考慮）
34GW

揚水 • 供給計画最終年度の年度末設備量（現行の長期展望と同様） 27GW

火力

• 供給計画最終年度の年度末設備量および一般送配電事業者へ契約申
込済の電源等を考慮し、リプレースされるものと仮定
（現行の長期展望と同様）

• なお、水素・アンモニアは脱炭素電源オークションの公表結果も考慮

139GW

原子力
• 既存もしくは建設中の設備が全て60年運転すると仮定した際の2030

年時の水準が維持されるものと仮定（現行の長期展望から追加）
37GW

蓄電池
• 足元の状況（導入実績のトレンド、脱炭素電源オークション等）を踏まえ、

将来の電力需給シナリオの値を使用（現行の長期展望から変更）
24GW

◼ 長期展望レビューにおける電源ごとの設備量をまとめると下表のとおり。



31（参考）第7次エネルギー基本計画（再エネ）

出所）第7次エネルギー基本計画の概要（2025年2月）一部加工
https://www.meti.go.jp/press/2024/02/20250218001/20250218001-2.pdf

https://www.meti.go.jp/press/2024/02/20250218001/20250218001-2.pdf


32（参考）第7次エネルギー基本計画（原子力）

出所）第7次エネルギー基本計画の概要（2025年2月）一部加工
https://www.meti.go.jp/press/2024/02/20250218001/20250218001-2.pdf

https://www.meti.go.jp/press/2024/02/20250218001/20250218001-2.pdf


33（参考）GX2040ビジョン

出所）GX2040ビジョンの概要 （詳細版）（2025年2月）
https://www.meti.go.jp/press/2024/02/20250218004/20250218004-3.pdf

https://www.meti.go.jp/press/2024/02/20250218004/20250218004-3.pdf


34（参考）蓄電池の導入見通し

出所）分野別投資戦略 参考資料（蓄電池）（2023年12月22日）
https://www.meti.go.jp/press/2023/12/20231222005/20231222005-06.pdf

https://www.meti.go.jp/press/2023/12/20231222005/20231222005-06.pdf


35（参考）将来の電力需給シナリオでの蓄電池の想定

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 報告書詳細版（2025年7月30日）一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf


36今後の対応

◼ 本日は、長期展望レビューにおける需要と電源の設定について整理した。

◼ 次回以降、シナリオ等の考え方を整理する。そのうえで、シミュレーションを実施し、状況変化が現行の長
期展望に及ぼす影響を確認していく。



37（参考）現行の長期展望における電源の設定

出所）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）別冊（資料編）（2023年3月29日）一部加工
https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf

https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf


38（参考）中国九州間連系設備の費用便益評価における前提条件

出所）第91回 広域系統整備委員会 資料1（2025年8月8日）一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_91_01_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_91_01_01.pdf


39（参考）将来の電力需給シナリオにおける電源の設定

電源 設定内容（概要） 設備量※

再エネ

太陽光

• 一定の制約条件に基づきコスト最小化で導入量を計算

180GW

陸上風力 14.5GW

洋上風力 28GW

水力、バイオマス、地熱 37.5GW

揚水
• 再エネ導入拡大に伴い、点検等による停止頻度が増加すると

想定し、停止率を加味した利用可能な設備容量を設定

20GW
（設備量27GWに停止率を加

味した設備容量の値）

火力
• 「公表新設・廃止」「既設廃止（非効率石炭火力の廃止、

経年による廃止、産業構造変化に伴う廃止）」に加えて、経
年廃止時のリプレースの有無の２つのモデルケースを設定 66GW（リプレース無）

134GW（リプレース有）

水素・アンモニア
• 脱炭素化見通しを公表しているしている発電所（水素・アン

モニア専焼等）に加え、公表していないLNG火力のうちCCS
機能が付加されていないものについては水素として設定

原子力
• 60年運転を仮定し、リプレースの有無の2つのモデルケースを

設定
23GW（リプレース無）

37GW（リプレース有）

蓄電池 • 一定の制約条件に基づきコスト最小化で導入量を計算
24GW

（併設型蓄電池11GW、系統
用蓄電池13GW）

◼ 将来の電力需給シナリオは、技術検討会社の想定等に基づき設定され、電源ごとの設備量は下表の
とおり。

※ 総需要12,500億kWhモデルの値


